























































究員）が EPS に発表した論文 “ Spatiotemporal 
distribution of very-low frequency earthquakes 
in Tokachi-oki near the junction of the Kuril 
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実験、免震構造を用いた病院建物の実験、長周
期地震動を受けた超高層建物の室内安全性に関
する実験）の説明を受けられました。さらに、実
験棟の地下ピットでＥ－ディフェンスの巨大な加振
機構（アクチュエーター）を15分間にわたって熱心
に視察されました。
　視察後、殿下は「兵庫耐震工学研究センターで
は、世界唯一の実験施設を使って多くの実験が
行われており、またその成果が地震防災に反映さ
れていることを知って心強く思いました。」とコメン
トされました。
　皇太子殿下が5月23日、兵庫耐震工学研究セ
ンターで、実大三次元震動破壊実験施設（Ｅ－ディ
フェンス）を視察されました。
　殿下は、Ｅ－ディフェンスの玄関先で藤木文部
科学省研究開発局長、岡田理事長、中島兵庫耐
震工学研究センター長のお出迎えを受けられまし
た。その後、計測制御室で18分間にわたり、中
島センター長より、Ｅ－ディフェンスの概要説明と
ともに、過去に実施された４例の加震実験（木造
住宅２棟を並べて耐震補強の効果を示した実験、
1970年代頃と最新の技術を比較した橋脚の破壊
皇太子殿下がＥ－ディフェンスをご視察
　役員の報酬等および職員の給与の水準をホームページ上で公表しました。
詳細は右記URLをご参照ください。http://www.bosai.go.jp/kokai/johokokai/johoteikyo/21kyuyo.pdf　　
皇太子殿下をお迎えする中島センター長（左）、藤木局長（中）、岡田理事長（右）
中島センター長より1/50スケールの動く模型を用いてＥ－ディフェンスの
概要説明を受けられる皇太子殿下
